
 

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

真
鍋
の
新
校
舎 

 

明
治
37
年
７
月
５
日
、
女
学
校
・
県
庁
・
病

院
な
ど
と
の
噂
の
あ
っ
た
真
鍋
台
の
新
校
舎
が

上
棟
式
を
迎
え
た
。
そ
し
て
、
同
年
12
月
、
土

浦
中
学
校
新
校
舎
と
し
て
完
成
を
み
た
。
建
設

の
た
め
の
予
算
は
総
額
六
万
円
余
。
明
治
36
年

度
の
県
予
算
総
額
が
百
十
万
円
程
度
で
あ
っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
約
６
％
に
も
当
た
る

巨
額
な
も
の
で
、
当
時
の
教
育
に
か
け
る
並
々

な
ら
ぬ
熱
意
の
ほ
ど
が
う
か
が
わ
れ
る
。 

 
 

当
時
の
中
学
校
と
言
え
ば
実
用
第
一
の
質
素

な
校
舎
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
西
洋
の
香
り
漂

う
ゴ
シ
ッ
ク
風
建
築
は
、
大
き
な
話
題
を
提
供

し
た
ば
か
り
か
、
今
日
で
も
創
建
当
時
の
威
容

が
十
分
に
感
じ
取
れ
、
見
る
人
を
魅
了
し
て
い

る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
高
い
天
井
、
重
厚
な
扉
、

桜
色
と
濃
茶
の
ペ
ン
キ
の
配
色
。
細
部
ま
で
荘

重
で
、
い
か
に
も
勉
学
に
ふ
さ
わ
し
い
雰
囲
気

が
匂
い
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和
51
年
、
旧

制
中
学
校
校
舎
と
し
て
は
全
国
初
の
重
要
文
化

財
に
国
よ
り
指
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
多
く
の

同
窓
生
に
は
、
若
き
日
の
思
い
出
が
つ
ま
っ
た

郷
愁
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。 

             

旧
制
中
学
等
で
国
重
文
は
他
に
四
校 

と
こ
ろ
で
、
旧
制
中
学
校
等
の
国
指
定
重
要

文
化
財
は
わ
が
母
校
の
ほ
か
に
４
校
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
大
切
に
そ
の
保
存
が
は
か
ら
れ
て
い

る
。
津
山
中
学
校
（
現
岡
山
県
立
津
山
高
等
学

校
）
・
富
山
県
農
学
校
（
現
富
山
県
立
南
砺
総

合
高
等
学
校
福
野
高
等
学
校
）
・
安
積
中
学
校

（
現
福
島
県
立
安
積
高
等
学
校
）
の
各
旧
本
館
。

そ
れ
に
、
わ
が
旧
本
館
と
同
じ
く
駒
杵
勤
治
の

設
計
に
よ
る
太
田
中
学
校
（
現
茨
城
県
立
太
田

第
一
高
等
学
校
）
講
堂
で
あ
る
。
本
校
は
太
田

一
高
と
と
も
に
昭
和
51
年
に
、
安
積
高
校
は
昭

和
52
年
に
、
津
山
高
校
は
平
成
７
年
に
、
福
野

高
校
は
平
成
９
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
を
受
け

た
の
で
あ
る
。 

い
ず
れ
も
明
治
30
年
前
後
に
建
て
ら
れ
た
明

治
期
の
代
表
的
な
木
造
洋
風
建
築
で
あ
り
、
百

年
以
上
に
わ
た
り
、
風
雪
や
震
災
等
の
試
練
に

幾
度
と
な
く
遭
遇
し
、
そ
れ
に
ひ
た
す
ら
耐
え

て
き
た
の
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。 

                

        

今
般
の
大
震
災
に
お
け
る
本
校
旧
本
館
に
つ

い
て
は
、
第
34
号
で
破
損
状
況
を
詳
述
し
た
が
、

少
な
か
ら
ず
損
傷
を
受
け
た
。
喫
緊
の
難
題
を

目
の
当
た
り
に
し
、
拱
手
傍
観
で
は
済
ま
せ
ら

れ
ず
、
ま
ず
は
同
じ
重
要
文
化
財
校
舎
の
解
体

修
理
の
実
態
を
調
査
す
べ
く
、
こ
の
夏
に
は
福

野
高
校
の
視
察
を
計
画
し
て
い
る
。 

設
計
者
「
駒
杵
勤
治
」 

さ
て
、
今
号
は
、
わ
が
旧
本
館
の
設
計
者
「
駒

杵
勤
治
」
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。 

昨
今
と
異
な
り
、
建
築
に
関
す
る
情
報
不
足

も
あ
っ
て
、
わ
が
旧
本
館
は
明
治
期
の
洋
風
建

築
の
外
観
か
ら
、
長
い
間
、
外
国
人
の
設
計
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
前
号
で

既
述
の
と
お
り
、
保
存
修
理
の
調
査
の
際
に
、

偶
然
に
も
「
棟
札
」
が
発
見
さ
れ
、
新
進
気
鋭

の
県
技
師
「
駒
杵
勤
治
」
の
設
計
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
ま
ぎ
れ
も
な
く
判
明
し
た
。 

だ
が
、
〝
駒
杵
の
人
と
な
り
〟
に
つ
い
て
は
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
本
校
旧
本
館
の
設

計
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
の
も
、
昭
和

49
年
の
「
棟
札
」
の
発
見
が
契
機
で
あ
り
、
そ

の
時
、
す
で
に
本
館
が
竣
工
し
て
70
年
余
の
歳

月
が
過
ぎ
て
い
た
。
彼
が
、
茨
城
県
技
師
と
し

て
任
に
あ
っ
た
の
は
た
っ
た
の
２
年
３
ケ
月
。

そ
の
後
、
内
務
省
技
師
・
海
軍
省
技
師
を
経
た

の
ち
、
官
吏
を
退
い
て
、
建
築
事
務
所
を
開
設

し
た
。
そ
し
て
大
正
８
年
に
42
歳
の
若
さ
で
こ

平成２３年６月２１日 

茨城県立土浦第一高等学校  

進修同窓会旧本館活用委員会 

第３６号 

今年も 6 月 4・５日に「一高祭」が開催された。来場者は 2 日間で５千人。

このうち千人が，連続テレビ小説『おひさま』のロケ地となった旧本館にまで

足を運んでいただいた。明治期の洋風建築を代表する旧本館は，多くの同窓生

にとって，若き日の命の躍動が凝縮された“思い出の場”そのもの。現在，旧

制中学校等で国の重文に指定されているのは５校あるが，その最初でもあっ

た。今号も，この貴重な文化遺産の誕生にちなんだエピソードを紹介したい。 

真鍋校舎の上棟式（明治３７年７月） 

津山中学校 
（現岡山県立津山高等学校） 

「一高祭」（６／４）・旧本館ミニコンサート 

富山県農学校（現南砺総合 
高等学校福野高等学校） 

安積中学校 
（現福島県立安積高等学校） 



 

 

の
世
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
短
か
っ
た
生

涯
と
作
品
が
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
か
っ
た
ゆ
え

に
、
「
建
築
家
駒
杵
」
が
忘
れ
去
ら
れ
、
彼
の

偉
業
は
人
知
れ
ず
封
印
さ
れ
た
ま
ま
、
時
を
過

ご
し
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

昭
和
49
年
に
一
色
史
彦
氏
（
高
11
回
卒
）
に
よ
っ
て
旧

本
館
天
井
裏
よ
り
発
見
さ
れ
た
棟
札 

   

表
「
上
棟
式 

大
棟
梁
茨
城
県
技
師 

工
学
士
駒
杵
勤
治
」 

   

裏
「
明
治
卅
七
年
七
月
五
日 

請
負
人
石
井
権
蔵
」 

 

駒
杵
勤
治
は
、
明
治
10
年
、
現
在
の
山
形
県

新
庄
市
に
生
ま
れ
、
明
治
32
年
９
月
、
東
京
帝

国
大
学
工
科
大
学
建
築
科
（
現
東
京
大
学
工
学

部
建
築
学
科
）
に
入
学
。
彼
が
、
な
ぜ
建
築
学

を
志
し
た
か
は
知
る
術
も
な
い
が
、
明
治
10
年

代
に
な
る
と
山
形
県
内
で
も
、
文
明
開
化
の
波

が
実
感
で
き
る
ほ
ど
、
洋
風
建
築
の
話
題
が
飛

び
交
い
脚
光
を
浴
び
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
こ

れ
が
建
築
学
に
突
き
進
む
大
き
な
動
機
づ
け
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
で
き
よ
う
。 

そ
し
て
、
明
治
35
年
12
月
に
、
他
の
８
名
の

同
級
生
よ
り
８
カ
月
も
早
く
繰
上
げ
て
大
学
を

卒
業
し
た
（
当
時
は
９
月
入
学
、
８
月
卒
業
が

一
般
的
で
あ
っ
た
）
。
す
ぐ
に
茨
城
県
営
繕
工

師
と
し
て
採
用
さ
れ
、
翌
年
５
月
に
は
技
師
に

昇
格
し
て
い
る
。
こ
の
辺
の
事
情
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
が
、
当
時
の
県
知
事
で
あ
る
河

野
忠
三
が
、
意
欲
的
に
進
め
て
い
た
〝
中
等
教

育
〟
に
力
点
を
置
い
た
施
策
と
無
縁
で
は
な
い

よ
う
で
あ
る
。
茨
城
県
が
明
治
30
年
代
に
中
学

校
や
女
学
校
・
商
業
学
校
等
を
相
次
い
で
設
立

し
て
い
っ
た
時
期
と
も
、
ま
さ
に
符
号
し
て
く

る
。
特
に
、
彼
が
任
用
さ
れ
た
明
治
35
年
は
、

県
立
商
業
学
校
（
現
県
立
水
戸
商
業
高
等
学
校
）

が
設
立
は
さ
れ
た
も
の
の
、
民
家
を
校
舎
と
し

て
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

校
舎
の
建
設
は
焦
眉
の
急
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
こ
に
、
工
科
大
学
長
辰
野
金
吾
に
対
し
て
特

に
優
秀
な
学
生
を
強
く
望
み
、
「
駒
杵
」
を
必

要
と
す
る
県
側
の
事
情
が
あ
り
、
彼
も
ま
た
、

大
学
を
早
く
卒
業
す
る
こ
と
で
、
そ
の
要
請
に

応
え
た
と
解
釈
で
き
る
。 

        

そ
し
て
、
彼
が
水
戸
に
赴
任
し
て
２
年
３
ヶ

月
の
獅
子
奮
迅
ぶ
り
は
、
本
当
に
驚
嘆
に
値
す

る
。
県
立
学
校
を
中
心
に
次
々
と
公
共
施
設
の

建
築
に
携
わ
り
、
キ
ッ
チ
リ
と
し
た
図
面
の
設

計
か
ら
施
工
監
理
に
至
る
ま
で
手
抜
き
が
な

く
、
精
魂
を
傾
け
、
そ
の
敏
腕
を
発
揮
し
た
の

で
あ
る
。
作
品
群
と
し
て
は
、
本
校
旧
本
館
・

階
段
教
室
（
明
治
37
年
・
階
段
教
室
は
昭
和
49

年
取
り
壊
し
）・
太
田
一
高
講
堂
（
明
治
37
年
）・

旧
県
立
商
業
学
校
本
館
（
現
水
戸
商
高
・
明
治
37

年
）
・
旧
竜
ヶ
崎
中
学
校
講
堂
（
現
竜
ヶ
崎
一

高
・
明
治
37
年
）・
旧
高
等
女
学
校
講
堂
（
現
水

戸
二
高
・
明
治
37
年
）・
旧
麻
生
警
察
署
・
旧
下

館
警
察
署
、
そ
し
て
旧
茨
城
県
立
図
書
館
（
明

治
36
年
）・
旧
水
海
道
中
学
校
講
堂
（
現
水
海
道

一
高
・
明
治
37
年
）
等
が
あ
げ
ら
れ
る
（
年
号

は
完
工
）。 

         

手
掛
け
た
洋
風
建
築
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
バ
ロ

ッ
ク
・
ロ
コ
コ
な
ど
多
種
多
彩
で
あ
る
が
、
そ

の
全
て
に
、
彼
の
建
築
に
対
す
る
哲
学
や
情
熱
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
見
て
と
れ
、
心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ

る
。
ま
た
「
…
明
治
の
聖
代
に
於
て
、
…
建
築

が
、
粗
雑
拙
劣
を
極
め
る
と
有
っ
て
は
、
他
國

人
に
對
し
て
も
耻
か
し
い
譯
だ
…
」（
小
野
武
雄

著
『
建
築
設
計
図
案
』
序
文
）
を
み
て
も
、
明

治
人
特
有
の
新
時
代
を
創
っ
て
い
く
気
概
や
使

命
感
を
肝
に
据
え
て
い
た
の
が
わ
か
る
。 

前
号
で
も
紹
介
し
た
、
建
築
史
家
の
一
色
史

彦
氏
（
高
11
回
卒
）
は
、
「
建
築
家
・
駒
杵
」

に
対
し
、
畏
敬
の
念
を
も
っ
て
、 

「
あ
の
若
さ
で
こ
れ
だ
け
の
仕
事
を
す
る
の
は
た

い
へ
ん
。
知
力
、
気
力
、
体
力
を
使
い
き
っ
た

は
ず
」
と
評
す
る
と
と
も
に
、 

「
も
の
に
心
あ
り
。
建
築
物
を
作
っ
た
人
の
志
や
、 

残
し
て
き
た
人
の
思
い
が
見
え
て
き
た
と
き
が

一
番
う
れ
し
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。 

一
色
氏
も
多
く
の
同
窓
生
と
同
様
に
、
旧
本

館
や
、
今
は
な
い
階
段
教
室
で
青
春
期
を
過
ご

し
て
い
る
。
そ
し
て
何
十
年
も
前
の
高
校
時
代

を
昨
日
の
よ
う
に
脳
裏
に
浮
か
べ
る
と
と
も
に
、

旧
本
館
を
は
じ
め
、
懐
か
し
の
校
舎
に
対
す
る

思
い
入
れ
も
決
し
て
人
後
に
落
ち
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
の
う
え
で
、
建
築
史
学
を
専
門
と
す
る
、

氏
な
ら
で
は
の
高
い
見
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
発

言
は
、
正
鵠
を
射
て
い
る
に
違
い
な
い
。 

伊
勢
神
宮
や
佐
世
保
鎮
守
府
庁
舎
も 

茨
城
県
技
師
と
し
て
力
を
尽
く
し
た
後
は
、

彼
は
内
務
省
技
師
と
し
て
伊
勢
神
宮
式
年
造
営

に
関
わ
り
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
海
軍
技
師
と
し

て
佐
世
保
鎮
守
府
庁
舎
建
設
に
も
携
わ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
や
が
て
官
吏
を
や
め
福

岡
市
で
建
築
事
務
所
を
開
設
し
た
が
、
大
正
８

年
２
月
、
福
岡
市
に
お
い
て
結
核
に
よ
り
42
歳

の
若
さ
で
、
そ
の
生
涯
を
閉
じ
て
い
る
。 

エ
リ
ー
ト
建
築
家
・
駒
杵
の
生
涯
は
余
り
に

も
短
く
、
し
か
も
そ
の
間
の
業
績
は
、
佐
世
保

で
の
功
労
は
あ
っ
た
（
次
号
で
詳
述
の
予
定
）

も
の
の
、
本
県
で
の
大
車
輪
の
勲
功
が
群
を
抜

い
て
い
る
。
僅
か
な
在
任
期
間
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
上
述
の
作
品
を
残
す
な
ど
ひ
と
き
わ
輝
い

た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
わ
が
旧
本
館
を
見

て
も
、
そ
の
力
量
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
築
百

年
を
経
た
今
日
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
設
計
理
念

は
斬
新
に
し
て
気
品
に
満
ち
、
人
の
目
を
ひ
き

つ
け
て
や
ま
な
い
。
そ
の
空
間
の
中
で
、
学
び

の
謳
歌
に
浴
せ
た
の
は
私
ど
も
の
誇
り
で
あ
る
。 

近
年
、
テ
レ
ビ
や
映
画
の
ド
ラ
マ
ロ
ケ
地
に

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
一
般
の
方
々
の
関

心
も
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
特
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
小
説
『
お
ひ
さ
ま
』
の
中
で
、

長
野
県
安
曇
野
女
学
校
の
一
場
面
に
玄
関
や
廊

下
が
使
用
さ
れ
た
た
め
、
公
開
日
（
毎
月
第
２

土
曜
日
）
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
人

に
来
訪
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
撮
影
現

場
を
確
認
し
、
そ
の
シ
ー
ン
を
思
い
描
い
た
り
、

ご
自
身
の
高
校
生
時
代
に
思
い
を
は
せ
た
り
し

て
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
〝
旧
本
館
散
策
〟
を
堪
能

さ
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
６
月
４
・
５
日
の
「
一

高
祭
」
で
は
、
来
場
者
五
千
人
の
う
ち
、
幅
広

い
年
齢
層
の
様
々
な
方
々
が
、
千
人
も
旧
本
館

を
訪
ね
て
く
だ
さ
っ
た
。 

 

（
次
号
に
続
く
） 

真鍋校舎（現在の旧本館）
の設計者駒杵勤治 

太田中学校（現茨城県立 
太田第一高等学校）講堂 


